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（ しん かい2000. 囗こよる ハタ ハタかＣな）SC叩Ｓ

japomcus の生態 と生息 環境に関する研究

杉山秀樹゛1　 柴田 理 ’゙

ハタハタの生態と生息環境を明らかにする目的で. 1988年７月jO日及び11日に，

秋田県沖２向域で「しんかい200Q」 |こよる潜航綢査を実施した。

1. 観察された魚極は９利13屆14種及び亜晒で，ハタハタは男匝半島沖水深323 ～

372m の地点で忽められた。その時の水温は0.78-～1.10 ℃, 塩分は3･｡（ｌ －34.j5

‰，庭質はシルトを主体とする歓泥でありた。

2. 観察された･ヽ タノヽ夕はすべて全艮5 －6cl の未成魚で，単独ないし数尾で出現

し。群は認められなかった。

3. 水源372m の地点では「しんかい2000」を停止させ，約鉛分ll連続してハタノヽ

夕の辺泳，摂餌，潜泥等の行動を詳細に観察することができた。

4. 水深300m 以踝でハタハタ未成魚の生息が確認され，その行動生態，山現岡境

が把握されたのは今回が初めてであり，このことに閨し若于の考察を行うた。

Ecological Observation of the Japanese Sand Fish Arctoscopus

japaiu'cus off Akita Prefecture

Ｈideki SUC1YAMA*2  and Osamu SHI BAT A*2

The  diving survey (DIVE  No.  350  and  35))  was  conducted  by  the

submersible "SHINKAI  2000"  off Akita Prefecture on  lOlli and lltli July

1988,  to elucidate ecological conditions of  the Japanese sand fish/lttfos-

copus  japonicus.

1. Nine  families, 13 genus and 14 species/subspecies of fishes were observed

by  the survey. The  Japanese and fish was observed in323-327m  deep,

where  ihc temperature and  the salinity ranged 0.78-1.10*0 and 34.00*

34  15°/00, respectively. The  bottom  was  covered with soft sediments

(silt and clay: 97.$%).

2. All  of the Japanese sand fish observed was  young  and 5-6cm  in total

length. They  were swimming  alone or in a few  individuals (up to 4 by

our  observation), but schooling of this young  fish was not observed.

3. The  swimming,  feeding and  burying behavior of  the young  Japanese

sand  fish was observed continuously for about 80 minutes at the depth

of  372 m  by standing "SH1NKAI  2000"  on the bottom ground.

4. Tliis is the first observation of the young  fish in deep waters, and the
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first description of  the feeding and  burying  behavior of  this species in

natural environment.

原元氏とCalifornia Academy of Sciences  Eric

Anderson 博士に感謝します。

1. はじめに

/ヽ 夕/ 夕ヽArctoscopus 丿叩ａｉｕｓ は，主として

日本海沿岸から北海道に分布する亜寒帯性魚で，

日本海における飯要漁業資源の一つである。

全国の年間漁獲量は. 1965-～75年までは30.000

t 以上あったが，1977年以降は10,0001 前 後まで

減少し，1985 年には7.8191 と過去30年間の最低を

記録した。国内における最大の産卵場を有し，日

本海北区系群の主体をなす秋田県（沖山1970)  K:

おいては，1963～75 年までは10,000 ～20,000t 台

で全国の50 ％前後を占めていたが，1984 年|こは74

t まで激減し，その後も200 ～300  t台と極めて

低い水準で碓移している。

このような中にあって，ハタ/ヽ 夕の生活史の解

明と生態の把握は急務となっているが，産卵期及

び仔稚魚期を除 き主たる生息域が水深250 ～300

m であるため，直接的な観察小例はほとんど報告

されておらず，わずかに，「しんかい2000LJR: よ

り石川県 小木沖水深350m 及び秋皿|県男鹿半鵬陶

西水深232  mでの視認,･jl例があ るに過ぎない（ 又

野末発表，佐藤1988) 。

今回，秋田g,1沖合|とおいて「しんかい2000 」に

よるハタ･ヽ 夕の生態と生息!XI境に関する調査を行

い， 幾つかの興味深い知見を111たので報告する。

本文に入るに先立ち，詢査に際し常に 協力を惜

しまれなかった ｒしんかい2000亅 運航チ ーム及び

「なつしま」乗紐口の杵様に深 謝するとともに，

調査の機 会を与えられた洵祥利一学技術センタ 一の

杵様 にお礼申し上げ ます。また， ｒなつしま亅 に

乗船され支援していただいた竹内衄秋II］県 水産振

興センター所 長を始め，同センターの先雛同僚諸

氏に感謝します。さらに，調査海域での榊航を快

く認め 協力 し て ド さった加業者並びに漁迎。漁

臨の皆枝に，心からお礼を叶Iし.JIげ ます。

最後に，不明和の同定Ｒ:尽力された東京人学石･

Ｈ ２

2. 方　法

2.1 「しんかい2000 」による調査時期及

ぴ海域

秋田県沖合域における「しんかい2000亅 によ る

涓吭調査は，図１に示すとおり，次の２地点で行

図１　潜航閃轟|皀点

Ｃ：第３５０潜航調査地点．Ｂ：鄒3511 航調介

|俛点

Fig. I Diving ｓile orf Akila prefecture

Ｃ:Dive 350 ，Ｂ:Dive 35 】
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つた｡

1988 年７月10日　第350 潛航（観察者 杉山）

男鹿半島入道崎北西（40 ’ 07.0QN, 139‘

38.00 E: ｃ 海城と呼称）

1988 年７月11日　 第351 禰航（観察者 柴ｍ）

秋田市西（39‘38.60N,  139'  40.30 E: Ｂ海

城と呼称）

この調査地点は，いずれも底びき網によるハタ

ハタil坦が形成される地点であり，今回の祠査地

点の決定もこれに基づ くものである。

なお，秋旧g;1における底び き網漁業は７月及び

８月は休漁朗間巾であり，？J,|】日以降は調査海

域での操業は行われていなかった。

2.2　 ［しんかい2000亅 による調査内容

,凋夜は船窓からの|］視観察を主体dc，船外ビデ

オカメラによる録画を継続して行うとともに，船

外ステレオカメラ岐び船内 スチルカメラで適穴撮

彬を行-･た。水忍及び 塩分 濃度は ，「し んかい

2000」|こ設置されているｓＴＤにより確認した。

採・ は名詞141海域|こおいて.i 八徑5011 ，高さｓ 〕

・ の朴状採泥2n 鵬により行った。採取したjgま。

「なつしま」船上でビニール袋|こ移し，財団法人

秋Ill県分析化学センターにおいて常法により分析

４･行った。

12:20　航走中. Ｄ＝340 ．

12:50　停止・観察. D=  270 m

13:15　南方向へ航走開始

13:50　D=  250 m

14:n4　急證下降. Ｄ＝300m

14:31　D ＝370m. 朿方向へ航走

14:52　離底. D  = 360 m

延べ航走距離約1.?00m

10:24　着底. Ｄ＝310m

10:28 北方向へ航走開始

11:30　D  = 305 ra

12:10　着底・観察, D  = 295m

12:36　北東方向へ航走開始

13:43　停止・採泥. D=  270m

13:49　航走開始

14:26　北方向へ航走

14:38　北西方向へ航走

】4:53　饂底. Ｄ＝250m

延べ航走距離約2,300ｍ

2.3　 底ぴ き網によ る漁獲調査

｢ しんかい2000 」による調i゛iの前後に， 狄1111,11

水産 振興セ ンター所属の調1･i舶rT･ 秋丸｣【】g7.38

1) により， 榊航地点周辺 でかけ回 し方式によ る

底び き網凋fi を行い，漁摶物の祠剔1成，IR:,;等を

把握 するとともに.  DBT により 水温観測を行 っ

た。

3. 詰　果

3.1　 「しんかい2000」による潜航鰛冫晶

Ｃ海域（7J11011 （iｖe 3闖）及びＢ海域（7 jll

1111  Dive ＳＩ）における「しんかい2000」の潜航

水深の推移は図 ２に示す通りで，その経過は次の

通りである。

Ｃ而域:10:37　111･ 底. D  = 3&0 ｍ． 停lh.･観察，

採泥

11:58 柬yJ･I"lへ航走開始

3.2　 海底の環境

Ｃ沌域の而底ifiiは起伏に富み傾斜が大きく，急

lil 'F降時には船尾の一部が劉而に接するようにな

ったため，泥竹珸積物が舞い上が。た。海底には

泥が厚く堆晴し，ヒトデ類やバイ類のほふく痕，人

小の巣孔などが常に多数認められた。

一方，Ｂ海城の海喋lfliは極めて平坦で，海庭に

はＣ海城と1･il様に，多数のほふく痕や欒孔が認め

ijれた。



「しんかい2000」のSTD が一部故 障していた

ため，水温 一塩分の辿続記録 は 縛られな かった

が。観察途中で確尽した碩は，Ｃ海域（水深350

m 及び367m 地站廴）は水温O､78～凵 Ｏ℃，塩分jll

34.00～34.15 ‰であり，Ｂ海域（水深310m 及び

249  m 地点）は1.21～3.11℃, 34.02 ～34.03 ‰で

あった。

なお６月23日に，Ｂ海城周辺（39 °36.29 N, 139‘

39.1 OE) で「千秋丸」により観測した水温の鉛

直分布は図３に示したとおりで，水深200  m4.24

℃，250ml.76 °C，300m0.73 °C, 350m0.19 ℃

となっていた。

海底における流速は，Ｃ海域着底点ではO^scc

であり，Ｂ海域では観測はしなかったが，目視で

はほとんど認められなかった。

海底底質の粒度組成は及１に示すとおりで，両

海域と もシルト（O､074 ～0.005 ． ）及び 粘土

ぐ0.005ｓ冫 ）で97.5 ％以上が占められていた。

１１　１航海域底貿の粒度組成

Table.  1 Grain siｚｅ compositions of dmnf

site

項　目

図３　Ｂ海域周辺における水恕の鉛直分布

Fig. 3 Verti ca】profile of waler temperature

bｙ DBT, 23th Jtlne 1988 ， 39゙  36.29N,

139° 39.10 E.

Ｈ ４

Ｃ晦域　 Ｂ海1

3.3　 生物 相

両海域の潜航調 介を通 じ， 棍認した魚節及び

の 山現水深は表２に示すとお りであ る。

Ｃ海域におけ る出現魚種は ，91‘|･13屆14 柘 及

唖和であ り,この中|こは 後述 のとおりＩ 未記 繊瞳

合まれている． 現紹 した回 数 の多か った魚和は．

ハタ/｀夕，ノロ ゲング， クロ ゲング，ウロ コメ

レイ等であり． とく に．泥 上に定位 して遊泳行

を 示さないゲ ング蔔( 町 貞｜) ， ウロコメガレ

(町 真２) は多 くの佃 体数が確認された． また

1司畤|こ観察された瓜 頴1こj外の生物は， ホ
　ッ
コク

カエピ． ト ヤマエビl ケガニ， ズワイガニ， ミ

ダコ， ク モヒトデ顛j4 ｓ鈿ｒ・id・ 等であ り，灯

ドには ヤム シffiSagitta, Eui]ゐ皿sia,７１ｅ。tiｓl・

μxｐｏ㎡ｃａ 等 が多数 蝟集した。

Ｂ 洵城では.  ≪mw7 種 岐びil邱鏖の 魚類を

認し， とくに ホ･ｙケ及び クロゲ ングが多く山現

た． ホッヶは， ２～ ５尾が群 をつ く り 航走 中

「しんかい2000｣ を迫riiしたり.【.Iを 開け?71e。

と推 定され る朗料 唯物を 摺餌す るのが観 察され

(町 貞３) ． ま た， 魚類以 外の生物と しては.

･ｙコクアカエヒ'･， ズワ４ ガニ． ミズダ コ．ク モ

トデ類．ド スィカ ＆ｒｒ:yteuthis wagister 等で
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り， 灯光ド|こはＣ 海城と同様の生物の蝟 集が包め

られ た。

なお，Ｃ海城で確認 されたゲ ング科の未記載種

（町貞４）は. Eric Anderson 博士の同定によれ

ば，Fedor ｃｖ（1982 ）が日本海 の水深600 ～615

m で漁獲 された２佃体に 幕づ き，新屆・新 種丿己載

を 行った 裁ld・。ρ哨。rueゐ泌冫ｓ lindbergi と|司属・

別観であ る可能性が極めて高い というこ とであり，

標本の人 手が強 く望まれるとこ ろである。

3.4　 ハ タハタの観 察結果

･ 夕ヽ･ヽ夕が観察で きたのはＣ海域だけであり，

Ｂ 海域では 確認で きなかった．Ｃ 池域では図 ４に

示す通り， 水深3?2 ～323  m の地点で確認したが。

そ れらは すべて全長5 ～ ６ｃｌの未成魚であ った。

最初 の観察は幹底点 （水深372 ・）であり， 艇を

停ljlさせ#J80 ≪岡 辿続して行動を詳繼に観察 する

こ とがで きた。こ れｇ 外の糾察ljSilは，い ずれ も

航走巾 に単独の遊祉 個体を5 ～JO 秒程度認め たに

過 ぎなか った。

次に，停 止申に観察した1ﾐ な生態1ごついて 述べ

る。

Ⅲ 覦察した網体はすべて ５～ ６ｃ●のほぽ同 一サ

イ ズであり， 令長15c・以ll の漁猪対象となる親魚

と比較 し，体側の斑紋は薄 く， 令 体的に色素の沈

着は少なく，腹 部は筋肉 を透か して腹腔噐の銅色

が明 瞭|こ認められた。休輻は薄く,飴色で透明感が

あり， 背鯖の惠色素と背中 の５～ ７個の筱状斑が

特徴的であ った（写真5 ）｡

121　ハタハタは，約５・ の視界内でほとんど常に

観察で きたが，多 くの川合は単独で あり，同 時に

認められた最多 個1本数は ３～４尾であった。 これ

らの個体は， 而底直上ないし，そこ から50cm 程度

上方 までの範|用で非宗にゆっくり と遊泳し，ｌ 界

内に 入り視界外 へ出るということが繰り返された。

この ため，同地点で確認した総佃体数については

不明であ った。 なお，同 時に複数の個体が認めら

れた場合で も， Ⅲ互に関 係の無い行動を示 し，一

方が他 方の行動|こ彫響を与えるようなことはなか

･つた。

133 投 光器による光については，これを避ける様

子は示さず， １個体の 】【lj】の観察 ’li例である が，

普通|ご遊泳して いた個体がia 線的に投光器に向 か

い接触 ヽl前まで 接近し，向 きを変えそのまま視Ｗ

から去 ってい ったのが認 められた。

14】 投 光器周辺にはテミストがgl まに蝟集して いた

が，この範囲から少し離 れた地点で ，テ ミストに

対する摂同行動か６～７回 毘められ た。 その際，

開口と|司l徊こ体を くねら せたり，摂lll･Ic後にi 』･｡ゐ･

に突進す るのが蝕 察され た。



g5】 「踟泥行動」が ２回観察された。１例は遊泳

個体が海底iilこ痂部を接し停止し，突然詢鷦を大

きく動かし休を湖底の軟らかい泥に埋投させ。・

を含む頭部上半を総出させた状態で動きを止め，

この状態が続いた。 もうＩ例は。底面に接して遊

泳し（写輿６），底泥に体を半分埋没させた状態

で倅止して，５秒程で再び遊泳行動|ご移っていっ

た。なお前者の場合。湯泥に要する時間は２秒程

度であったが，潜泥中Ｒ二観察者の視野を別に夥し

たため，潜泥の継続時間は不明であり，底泥から

の離脱行動 も観察できなかった。

圓　 同地点て･･ タハタと同時|こ観察された生物は，

ノロゲング（全長聡貳）ｃｌ）1 個体，ホ７コクアカ

エピ（ 全長約８ｃｌ）2 個 体，ツバイ（最高約3clD

I 個体，及びテミスト（ ３～５・ ），ヤムシ細（約

２ｃｌ），オキアミ即【約 】ｃ膕）がそれぞれ多数で

あった。これらのうち，ハタハタが摂佃対象とし

たテ ミストを除き， ハタ/ヽ 夕の行動に彫響を与え

た生物は認められなかった。

3.5　 底びき網による漁璧細査

庭びき網による血蜀調轟は，Ｃ淘域周辺では６

月24 日（水深190m ）及び ７月281］（365m 及び

244 m ）|ご，Ｂ海域闘辺では6J123111 （468m ，

表３　琳航地･1茣周辺における底びき網汰験繰案Icよる

漁獲物

Table 3 Catch in weight b ｙ ｅｘperimenlal

tra w] near the diving site
＿　　　　　　　　　　　　　　 ［単位ｋｇつ

凋査海域　　　 Ｂ 海域　　　　　　 Ｃ洵域
一

凋査月|］　　6 月23日　　 ７川27日 驫J17JjSll
一 一 一

渭肖水深（ｍ）4藺364 284 j76 3冽253 190 3a5 244

ハタハタ　　0 亅0.1  13 0.2 0.1　4　　　7.7
ポッケ　　　　　Oj 90 1j 】｡5 200 200　325

スケトウダラ　 】1 3.5 7.2　　190 75 65　　26

マダラ　　　　 ４　　 ２　　 ２　　 １　９ ４

ノロゲング　　 】１１０　　　 ２５　　　 １８

クロゲング　　6 】｡8　　　　8　　　　5.5
＝ギス　　　　　　　　　　　　　 １８

タチウオ　　　　　　　　　　　　1.5

カズナギ　　　　　　　　　　　　　　0.4
トクピレ　　　　　　　　　　　　　　 】２ ２

ハツメ　　　　　　0.9　　　　2　　　30
ケムシカジカ　　　　0,2　1　　j　　0,5

ウロコメガレイ　　　　　　　　　　　　1.5  1
7 カガレ4　　3　1　1.7　　　　5　　0.5  3

ヒレグロ　　　　　　　　　　　4  0.2 5.10.6

アサパガレ4　　　　　　　　02 1.5 0.2 0.6  0.2

ヤナギムシガレイ　　　　　　　　　0.1

7 バチャン　　　0.2
ドプカスベ　　7 3.1

一 一　　 一 一 一 一

364 m ， 264  m, 176  m) 及び７月2711（32 蝋

253m ）に行い，表３に示す逎りの結架を脚た。

両海域を通じ!11的|こ多く漁獲された魚種は， ポッ

ケ， スケトウダラ，ゲング類であり， ハタハタは

Ｃ 加域では？J12811 水深244 m で，Ｂ海域では全

地点で出現した。

Ｃ海域で漁処された･ タヽハタの平均体長は，雄

153.4 ナ18.3．（ｎ－70 ），雌174.9 ±27.4－（ｎ＝61）

の成魚であり， ｒしんかい200(11で忽められた未

成飢は介まれていなかった。また，Ｂ淘域での漁

袷物もすべて 成魚であった。

4， 考　 察

4.1　 水深300mg 深でハタハタ未成魚の

生息が確認された意義

秋111県沿岸におけるハタハタ椎魚の出現状況に

ついては,次に述べるとおり雌近かなり把搾されて

きている【1ﾖ･|||】987，1988. 未允衣。沖1111988）。

12Jjに産卵され2JI にふ化（ 全1413.5 ．）した仔



魚は極沿j･;1域で成育し，そのまま４月下旬まで水

深５ｍ前後に生息する。その後，時期の経過とと

も|こ生息場所を深所に移行させ，６月上旬には水

ｉＳＯｍまで移動する。このような移動は，生息水

深帯の水忍がll～】2℃より上昇することが契機に

なっていると推察されている。また，成長は４月

巾句に平均全長27・ であったものが，６月上旬に

lj56ｕ までになり，日間の成長量は0.5 ．/ 日 程

度と推察されている。秋田県沿岸ではこの後のtjl｣‘

報は皆無であるが，新潟県では，７月20日Ｒ:水深

130 ・で平均全長74.4・の個体７尾， ８月７日に

水深110 ～120 m で 全長81.0 ．の翩休1 足が採捕

された２ 録がある( 南・田中1985)。

このように，沿岸域|こおけるﾉヽ タハタ稚魚1こつ

いてはほぽ連続的に把握されているが，これＲ:絞

く水深200 m 以深の沖合域1こ闃しては不明のまま

であり，この1戔の漁植対象となる成魚から産卵糾

魚Sてついては|liびある稗度の知ほが綿られている

状態であった。このような中にあって，今回のａ

削こより水深300  m以深でハタハタのぷ成島が確

認されたことは，/ 夕ヽ/ヽ 夕の生活康の欠落部分の

一麕をj'11めたものとして。大きな意義を持つもの

と-XIえられる。

なお今回 の訓ff結果に基づ き，岡年8 J] に秋||]

1,1沖合で行った馴査船による底びき網調介により｡

1111 八森町沖水深310 m で全長57.3～63.4・6 尼，

22  EI本荘Ili沖水深273 m で全長66.6～77.0 ．3 尾

のぷ成魚が採集さ札 その胃内容物としてThemis £。，

Mysidct, Metridia  vS が出現しており，『しんか

い2000』|こよる観察砧果を裏付けるものとなった。

･一方，今|,･1確認された未成!aはそのサイズから,2

j】|こふ化し沖合へ移助していった群と考えられる

が，既往の知 見と比較し，この時期のサイズとし

ては小型であり，沿岸域|ご出現する椎魚の1{群が

そのまま300 m 口 深まで移動してきたのか，|ﾓ 群

とはII}にI･,1朗あるいは晩期に沿岸から離脱した群

が，特異的|てこのような場所|こ出現したのかにつ

いては不明である。今後と もこのような末成魚の

分布状況や成長について知 見を集積し，検,llする

必要かあると 芍える。

4.2　 ハタハタ末成魚の生鵬

111 出現環境

今回 の調査で/ 夕ヽ/ヽ 夕未成魚か確認された地点

は，いずれも等深線が接近している起伏のある斜

iiであった。このことは，海底斜面の隣造が泥の

堆積，潮流，動物プランクトンの喚積などと関辿し。

未成勲 の生息条件を構成している可能性があり輿

味深い。

未成魚が確認された時の水温は１℃前後であっ

たが，沿岸におけるハタハタ稚魚の出現水温は主

として13 ℃lal下（杉山。未発表），平均体長51.9

－48時間半数致死温度は22.8 *C<輿石･野口｡1 吩7）

等，既往の知 見と比較してかなり低く，また，沖

合の10 月以 後の底びき網好漁場である２１ ０､８

℃（倉窗，1980 ）と比咬しても，今回の山現水温

は若干低い値を示している。ハタハタ未成魚が，

能動的にこのような低水温帯を選好しているとす

れば，その生理・生態的背景について検討する必

要があると考える。

12］ 食害・競合

加藤（1980りは，ハタハタ資源減少原因の一つ

として スケトウダラ。ホフケの激増をあげており，

前考は水深250 ～350m の生息塲Ｒ:おける競合で

あり，後者は沿岸域における稚魚の食容であると

している。しかし今回の観察事例では，ハタ/ヽ 夕

未成魚が観察された時，これを食害すると考えら

れる魚食性魚種は同時には確毘されなかった。ま

た，Ｃ海域におけ るポッケの出現水深はハタハタ

のそれより戊く， スケトウダラについても競合を

起こすと考えられる11体的な現象は認められなか

った。

ハタハタ未成魚の摂倉|行勁は5 ～61111,ほめられ

たが，いずれも，IJI料生物であるテミストが灯火

に蟻 集している範囲内に積極的に入って活発に摂

渊するのではなく，遊泳していて，たまたまテミ

ストと辿遇したので摂馴を行ったように 見受けら

れた。Ｂ海域では，このテ ミストを活発に摂釦し

ているホ･｡ヶが認められ，７月28 nc 海域周辺で

の試験網漁猗物のﾉ･ 夕/ヽ 夕岐魚の胃内容物も。テ

ミスト，オキアミ顛，魚閣（キュウリエソと推察

される）で占められていたが，テ ミストの現存41t

及び分布符性,llびにハタ･ヽ 夕及びポッケのテミス

ト|ご刔する依存性等が充分に把握されていないこ



とから， ポッケとハタ/ヽ夕の蝕科 競合の 実態IC つ

いて は不明 な点が多い｡

{31 溜泥行 動

ﾉヽタハタ未成魚 の涓泥行 動が確認され たのは，

今回 が 初めてである。水槽 飼育 から，成 魚か底 貿

|と休を涓ら せることは知 られて いたが，この習性

が少 なく とも５～ ６ｃ。で 既に認 められ たことは興

味深い。

【１ｎｉｅｌｓ(1989) は, Ammoc りｌ地１ 属の底 質に

漸る行動(b ｕrｙｉｎｇ ｂｅｈａｖior) の恋義について，

食害種から の逃避， 捕食機 会の増加， エ ネルギー

の保存，の ３つ の仮 説を 立て試験 を行 い。こ の行

動が流水等の環境|こ対する定位 の:ａ味 を持つ もの

と推察して いる。 ハタハタ未成魚 に おけるこ の行

動 の意味|こっいては不明で あるが。 そ の行動 の発

現状 況からは捕食や食害は 考え られず，海底 而に

おけ る位扈の確保(  maintain position) の 意味合

いが 強いものと推察され た｡

141 群の形 成

ハタハタ成魚|こついては， 漁獲に際 し比 較的 ま

とま って認 められ ること，加場 の移 動が認められ

るこ と，産 卵群が一斉|て接j;!す るこ と等から群を

形成 する魚 極であ り，稚魚期において も。 その出

現状 況から 群求位で行動 する と考え られて いる。

こ のことから，潜 航により観察 され るハ タハ タの

群の規模， 個体問 距離等は， 重要な 観察'11項であ

ると 考えて い た。 しか し，実際 に観察され たのは

未成 魚であ り，い ずれ の圸合 も|り1暸 な群を 形成 し

てい なか った。 群の形成 につ いては 漁猖 の而から

重要な1111題であり，こ の点|こ関し深 海|こおける/･

タハ タの観 察･j淒|を蓄積 し， 今後 とも検j けヽ る必

要がある と考え る。ま た，潜 航地点 周辺 の底び き

網調 査では，若･･Fのハ タ/ヽ夕成魚が 漁播 され たに

もかかわ らず，涓 航調 介では 成魚 が確認で きな か

っ た点につ いて も，観 察'μ例 の蓄積 の･|』で 検討 し

ていき たいと 考える。
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写貞ｌ　 海底で静IIししているクロゲング（Ｃ加域

水深362m ）。

示 すｔ つ々 （ Ｂ 向 域 水 深28｛｝lll）。

photo.  3 ドeed13g l ）elこａ､･iol･ ｏｆ ａｌｃａ :ciacke-

ｒｃ】j町g14郤 Ｘａ 詞 絹ａｓ αｇａ冫laS whi･

ch ’ISIIINKA1200011 and ｓhow ｅくl

（IIB ”211･ea. 280n:　depl!1 ）｡

‘り １‥5　 ハ タ・ヽ夕 ぷ|戉魚( Ｃ 向 域 木 蔽372  ir.)。

IJil(,t(J.５ Ｙｏｕ:･y ol' Japa:lc ｓｅ ｓａｎ(卜ish

/! 癶 匐ヽ ぶgp μs/'ap り刃j('1杤 ｃｒ"lll‘a1 ，

:172111　del)lh ！｡

写火２　ウロコメガレイ（Ｃ海域 水深280m ）。

phot０，2 /1α7,1劼ｖyｙ９治7凹面乱,り･z･

写真４　 ゲｙゲ科の未記甌抔( Ｃ 廊域 水深359

m) 。

ph 叭 ０.4 Urlde ｓcr･ibe{i eelひOllls Zo41r･cidae

(･IC"ａrｅａ.359m dcpth)｡

；Ｃ 向 滅 水 深:17311､1. ，

pElc,t０.6 YgKlng ivf Jal つａｎｃsｅ s:l:Ill rlｓl･｡

|  IIS I ll,･fol･c hll'ying l｡41; Ｂ･1､11･

{･'CI'ｊrｅs･ ，:17211,1.
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